
Catalyst 6500 シリーズ ： モジュール型 Cisco IOS ソフ トウェア
製品概要
モジュール型 Cisco IOS ソフ トウェア

モジュール型 Cisco IOS ソフ ト ウェアを Catalyst 6500 に搭載するこ とに
よって、 ネッ ト ワーク  アベイラビ リ テ ィの新基準が確立されます。 モ
ジュール型 Cisco IOS ソフ ト ウェアは、データ  センターから企業のワイ
ヤ リ ング ク ローゼッ トにいたるまで、 ネッ ト ワークのシングル ポイン
ト  オブ フェイラーで最も必要と される障害の封じ込め、 および障害か
らの迅速な復旧を可能にします。

Catalyst 6500 でこの新技術を用いるこ とで、ソフ ト ウェア検証やアップ
グレード時に要する負荷、 リ ソース、時間を軽減できます。ネッ ト ワー
ク管理者は、重大なセキュ リ ティ修正といった迅速な対応が求められる
作業を、差分パッチの適用によってネッ ト ワーク運用にインパク ト を与
えるこ とな く対応するこ とができます。

さ らに、新たに実装された Embedded Event Manager （EEM） のモニタ リ
ング機能および自動応答機能と組み合わせて使用すれば、ネッ ト ワーク
運用のさ らなる簡素化を実現できます。

図 1 モジュール型 Cisco IOS ソフ トウェアのアーキテクチャ
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図 2 モジュール型ソフ トウェアの利点

モジュール型 Cisco IOS ソフ ト ウェアは、 モジュール型のサブシステム
をモジュール型の実行プロセスに動的にグループ化し、 Cisco IOS の機
能を強化しています。ハイ  アベイラビ リ ティ  インフラス ト ラ クチャは、
障害が発生した際に実行するアクシ ョ ン（プロセスのリ スタート または
スタンバイ  スーパーバイザへのスイ ッチオーバー） を決定します。

予期しないダウンタイムの最小化

• 保護されたメモ リ領域：各プロセスおよび関連するサブシステムは、
それぞれ割り当てられたメモ リ領域を使用します。

• 障害の封じ込め ： 各プロセスが個別に保護されたメモ リ領域で動作
するため、 あるプロセスで発生した問題が、 システムの他の部分に
影響を与えるこ とはあ り ません。

• プロセス  リ スタート可能 ： プロセスまたはサブシステムに不具合が
発生した場合 （別のプロセスからのシグナル待ちで停止した状態な
ど）、 当該プロセスを自動または手動で簡単にリ スタートできます。

計画的なダウンタイムの最小化

• サブシステム In-Service Software Upgrade （ISSU） ： ソフ ト ウェアの
修正はパッチの形式で提供されます。 また、 このパッチを適用する
際にはパケッ ト  フォワーディ ングに影響を与えません。 このため、
コードの検証と展開に要する時間が大幅に短縮されます。

モジュール型ソフ トウェアのアベイラビリテ ィ

• 豊富な機能性：モジュール型ソフ ト ウェアでは、Catalyst 6500 シ リー
ズの Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2SX に実装された現在の最
高レベルの機能に加え、 さ らなるハイ  アベイラビ リティ と管理性が
提供されます。

• 一貫した管理性 ： モジュール型ソフ ト ウェアには新たなコマンドや
新機能が追加されていますが、 その他の CLI （コマンド ライン イン
ターフェイス）、 SNMP （簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル）、 MIB、
Syslog メ ッセージは従来どおりです。

• モジュール型プロセス ： コン ト ロール プレーンの機能のうち、 最も
使われるものは、 モジュール化されています。 以下はモジュール型
プロセスの一部です。

• ルーティング プロセス

• インターネッ ト  デーモン

• Raw IP 処理

• TCP プロセス

• UDP プロセス

• Cisco Discovery Protocol プロセス

• Syslog デーモン

• すべての EEM コンポーネン ト

• ファ イル システム

• メディア ド ライバ

• インス トール マネージャ

• パッチのサポート ： 一般に公開されているセキュ リ テ ィの脆弱性に
関する修正は、 パッチによってサポート されます。 パッチは、 過去
のパッチをま とめたメンテナンス  パッ ク と して提供されます。

• サポート されるスーパーバイザ エンジン ： Catalyst 6500 用モジュー
ル型Cisco IOS ソフ ト ウェアは 2005年第 4四半期に発売され、Catalyst
6500 Supervisor Engine 720 がサポート されます。 Supervisor Engine 32
のサポートは、 2006 年第 1 四半期に対応します。

Embedded Event Manager （EEM）

EEM は Cisco IOS の強力な拡張機能の 1 つです。 EEM 機能を使用する
と、Catalyst 6500 上でコマンド実行等のアクシ ョ ンのカスタマイズを行

い、 指定されたイベン ト を ト リ ガーにして、 このカスタム アクシ ョ ン
を実行させるこ とができます。このアクシ ョ ンの ト リガーや個別の手順
を定義するには、 Tool Command Language （TCL） ス ク リプ ト を使用し
ます。 TCL スク リプ ト を使用する と、 個別のニーズに応じて ト リ ガー
となるイベン トや実行するアクシ ョ ンを自在にカスタマイズできます。

EEM は Cisco IOS の一部であるため、コンソール接続の有無とは関係な
く、 独立して動作します。 EEM のアーキテクチャは、 次の 3 つの要素
からなっています。

• イベン ト  ディテク タ

• ポ リシー エンジン

• EEM サーバ

イベン ト  ディテクタは、OS のさまざまな部分におけるセンサとみなす
こ とができます。 システム上の様々なイベン ト を検知し、 これを ト リ
ガーにカスタム アクシ ョ ンが記述されたスク リプ ト を実行させます。
イベン ト  ディテク タが ト リガーと して検知するイベン トには、 CLI か
らのコマンド入力、各種カウンタやリ ソースのスレッシュホールド、タ
イマーベースのサービス、 SNMP や Syslog のメ ッセージ、 およびルー
ティング プロ ト コル イベン ト などがあ り ます。 イベン ト  ディテク タの
完全な一覧については、 EEM のマニュアルを参照して ください。

ポ リ シー エンジンは、 ユーザ定義のポ リ シーをシステムにバインド し
ます。 ポ リ シー エンジンには、 システムをバインドするため、 次の 2
つのインターフェイスが用意されています。

• TCL スク リプ ト

• CLI アプレッ ト

TCL スク リプ トに対応したポ リシー エンジンは、 TCL インターフェイ
スを備えています。システムには事前に定義されたスク リプ トがいくつ
か用意されていますが、 ネッ ト ワーク管理者は TCL スク リプ ト  イン
ターフェイスを利用して独自のスク リプ ト をシステムに追加し、個別の
ニーズに基づくアクシ ョ ンを実行するこ と もできます。コマンド出力の
収集からスイ ッチの完全なパッチ管理に至る さまざまなアクシ ョ ンを
実行できます。

EEM サーバはイベン ト  ディテク タおよびポ リ シー エンジンと連携し
て処理を行います。イベン ト  ディテク タは EEM サーバにイベン ト出力
を行い、 EEM サーバはポ リシー エンジンを使用して処理を行います。

モジュール型ソフ ト ウェアと EEM の組み合わせによ り、 さ らに優れた
機能を実現できます。 EEM はそれ自体がモジュール化されたプロセス
なので、プロセスの動作に基づいてアクシ ョ ンを実行できます。たとえ
ば、プロセスがク ラ ッシュした場合のト ラブルシューティングを容易に
するために、 ク ラ ッシュ  ダンプやメモ リ割 り当てなどの関連情報を
ローカルまたは中央のサーバに保管するこ とができます。 EEM による
アクシ ョ ンが実行される と、スイ ッチからネッ ト ワーク管理者に情報が
通知され、 管理者は原因の詳細な分析や Technical Assistance Center
（TAC） への問い合わせなどを行う こ とができます。

T
C

P

U
D

P

E
E

M

F
T

P

C
D

P

IN
E

T
D

…

Network Optimized 

Catalyst 6500 

ISSU

Catalyst 6500
IOS

ISSU

© 2005 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
Cisco、 Cisco Systems、 およびCisco ロゴは米国およびその他の国における Cisco Systems, Inc. の商標または登録商標です。

この文書で説明した商品、サービスはすべて、それぞれの所有者の商標、サービス  マーク、登録商標、登録サービスマークです。

この資料に記載された仕様は予告なく 変更する場合があり ます。

05.11


